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高速道路 の 被災状況 （E10 東九州自動車道 臼杵IC ～ 津久見IC）臼杵IC付近

R6.9.12 時点

←至 津久見IC

切土のり面の崩落

発見日時 令和６年８月２９日（木）１０時頃

被災状況 切土のり面の内、２段目及び１段目

において崩落が発生

↑ 至 臼杵IC

崩落箇所

被災箇所

至 臼杵IC →

写真①

写真①

R6.8.31 時点



 有識者による「東九州自動車道 臼杵IC～津久見IC間のり面災害に関する技術検討委員会」を立ち上げ、安全性

や復旧内容の検討・確認を行い、復旧作業を鋭意進めてまいりました。

技術検討会等 （E10 東九州自動車道 臼杵IC ～ 津久見IC）臼杵IC付近

第3回 技術検討会 開催状況

第１回 令和６年９月３日（火） 崩落原因について確認

第２回 令和６年９月15日（日） 復旧内容について決定

第３回 令和６年10月12日（土） 復旧作業の状況を確認

 九州地方整備局において、大分県の行政機関や高速道路会社等の道路管理者、警察や物流関連事業者等で構成さ

れる「災害時交通マネジメント検討会」が設置され、渋滞対策として、関係機関と連携しながら渋滞対策内容に

ついての共有や検討を行いました。
第１回 令和６年９月２日（月） う回路の渋滞状況について

第２回 令和６年９月17日（火） 広域う回路の設定について

第３回 令和６年10月８日（火） 各機関の取り組みについて

検討会の結果を受けての

「広域う回路案内図」



R6.9.25 時点（夜間）

R6.9.17 時点

復旧状況① （E10 東九州自動車道 臼杵IC ～ 津久見IC）臼杵IC付近

↑ 至 臼杵IC ↑ 至 臼杵IC

↑ 至 臼杵IC

R6.10.1 時点
↑ 至 臼杵IC

土砂撤去（上段） 切土補強（上段）

コンクリート吹付（上段）

R6.10.7 時点（夜間）

土砂撤去（足場部）

切土補強（鉄筋挿入）

（上段）

R6.9.29 時点



R6.10.12 時点

R6.10.11 時点（夜間）

復旧状況② （E10 東九州自動車道 臼杵IC ～ 津久見IC）臼杵IC付近

R6.10.18 時点

金網設置（下段）

コンクリート吹付（下段）

切土補強（鉄筋挿入）（下段）

R6.10.21 時点

舗装補修



復旧完了 （E10 東九州自動車道 臼杵IC ～ 津久見IC）臼杵IC付近

２４時間体制で工事を実施し、復旧完了に伴い、

令和６年１０月２３日（水）１０時をもって

通行止めを解除しました

（ E10 東九州自動車道 臼杵IC ～ 津久見IC ）

復旧作業へのご理解とう回にご協力いただきまして

誠にありがとうございました

想定崩落ライン

↑ 至 臼杵IC



災害に強い道路を目指して４車線化事業を鋭意推進しています

現在、１７０ｋｍの区間で

４車線化工事を進めています。

臼杵IC

↑ 至 別府方面

崩落箇所


